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物
件
の
あ
る
場
所
が
同
和
地
区
か
ど

う
か
は
、
宅
地
建
物
取
引
業
法
で
取
引

時
に
説
明
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
重

要
事じ

項こ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
同
和
地
区
の
物
件
で
あ
る

か
を
聞
か
れ
た
場
合
、
顧こ

客き
ゃ
く

の
意
向
に

沿
っ
て
答
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
事
業
者
は
40
％
を
超こ

え
て
お
り
、

５
年
前
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い

状
況
で
す
。 同

和
地
区
の
物
件
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
顧こ

客き
ゃ
く

の
質
問
に

は
あ
り
の
ま
ま
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
か
？

0 20 40 60 80 100

①そう思う ②ややそう思う ③あまり思わない

④思わない ⑤無回答

前回調査
（平成25年）

今回調査
（令和元年） ①23.3% ②21.0%

③16.9%

④35.8%

①26.8% ②18.3%

③16.5%

④33.9%

⑤3.0%

⑤4.5%

(%)

Q2

　
春
は
転
居
す
る
人
が
最
も
多
い
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
令
和
元
年
に
県
が
実じ

っ

施し

し
た「
宅
地
建
物
取
引
業
者
に
関
す
る
人
権
問
題
実
態

調
査
」で
は
、
不
動
産
購こ

う

入に
ゅ
う

や
賃
貸
物
件
へ
の
入
居
な
ど
、
住
ま
い
探
し
の
中
に
今
も
差
別
意
識
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
誰だ

れ

も
が
住
み
よ
い
地
域
を
つ
く
る
た
め
に
大
切
な
こ
と
は
何
か
、
調
査
結
果
を
通
じ
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

同
和
地
区
で
あ
る
か

ど
う
か
を
聞
く
こ
と

は
、
差
別
に
つ
な
が

る
の
で
、
や
め
て
ほ

し
い
の
だ
！

　

同
和
問
題
は
、「
同
和
地
区
」と
い
わ

れ
る
地
域
に
生
ま
れ
た
り
住
ん
で
い
た

り
す
る
と
い
う
だ
け
で
不
合
理
な
差
別

を
受
け
る
と
い
う
、
日
本
固
有
の
人
権

問
題
で
す
。

　

今
回
の
調
査
結
果
で
は
、
約
12
％
の

事
業
者
が
、
取
引
物
件
に
つ
い
て
同
和

地
区
で
あ
る
か
の
問
い
合
わ
せ
を
受
け

た
こ
と
が
あ
る
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

前
回（
20
％
）よ
り
減
っ
て
は
い
ま
す

が
、
今
も
ま
だ
差
別
意
識
が
残
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

過
去
５
年
間
に
、
取
引
物
件
に
関
し
て
、
同
和
地
区
で
あ
る
か

の
問
い
合
わ
せ
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
（
複
数
回
答
可
）

0 20 40 60 80 100
前回調査（平成25年）

今回調査（令和元年） ⑥無回答

⑤問い合わせを受けたことはない

④顧客からも宅地建物取引業者
からも問い合わせがあった

③宅地業者以外のハウスメーカー・
工務店などから問い合わせがあった

②宅地建物取引業者から
問い合わせがあった

①顧客から
問い合わせがあった

9.4%
12.8%

88.7%
78.4%

1.5%
2.0%

0.8%
0.0%

0.0%
5.2%

1.0%
1.7%

(%)

Q1残
念
だ
け
ど
、
同
和

地
区
か
ど
う
か
を

気
に
す
る
人
は
今

で
も
い
る
の
だ
！

※今回の調査では前回調査の「顧客からも宅地建物取引業者からも問い合わせが
あった」という選択肢を①〜④に分けています。

※問い合わせがあった

今回 11.7%
前回 20.0%

そう思う＋ややそう思う 44.3%

同和問題や外国人などの入居差別などの各
種の人権問題について、宅建業者の取組や取
引段階における状況および前回調査からの
経年変化を把握する。

調査の目的

令和元年10月15日～
11月30日

調査期間
滋賀県内に本店また
は支店を有する宅建
業者の全事務所

調査対象

〜
住
ま
い
探
し
に
隠か

く

れ
た
人
権
問
題
を
知
ろ
う
〜

誰
も
が
住
み
よ
い
滋
賀
を
つ
く
る
た
め
に

滋賀県
人権啓発
キャラクター

「ジンケンダー」
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４宅地建物取引業者に関する人権問題実態調査

「滋賀県宅地建物取引業における人権問題に関する指針」をご存じですか？
「指針の内容まで知っている」事業者が大きく増加した一方で、「指針の内容は知らない」事

業者が、依然として３割程度ある。

取引物件に関して、顧客等から同和地区であるかの問い合わせがあった事業者は、依然とし

て１割強となっており、根強い差別意識が残っている。

※前回の「顧客からも宅地建物取引業者からも問い合わせがあった」という選択肢は、意識傾向をより明らかにするため、

今回調査では問い合わせがあった先を細分化した選択肢とした。

※前回の「顧客からも宅地建物取引業者からも問い合わせがあった」という選択肢は、意識傾向をより明らかにするため、

今回調査では問い合わせがあった先を細分化した選択肢とした。

0 20 40 60 80 100

68.8％68.8％

今回調査
（N=890）

今回調査
（N=890）

前回調査
（N=601）

前回調査
（N=601） 48.1％48.1％

31.4％31.4％ 9.3％9.3％ 11.1％11.1％

28.7％28.7％

1.0％1.0％ 1.5％1.5％

指針の内容（宅建業者の３つの責務など）まで知っている

指針の内容（宅建業者の３つの責務など）まで知っている

今回調査（N=890）
今回調査（N=890）
前回調査（N=601）
前回調査（N=601）

指針があることは知っているが内容は知らない

指針があることは知っているが内容は知らない
知らない知らない
無回答無回答

過去５年間に、取引物件に関して、同和地区であるかの問い合わせを受けたこ

とがありますか？

9.4％9.4％
12.8％12.8％

1.5％1.5％
2.0％2.0％
0.8％0.8％
0.0％0.0％

0.0％0.0％
5.2％5.2％

1.0％1.0％
1.7％1.7％

88.7％88.7％
78.4％78.4％

顧客から問い合わせがあった
顧客から問い合わせがあった
宅地建物取引業者から問い合わせがあった
宅地建物取引業者から問い合わせがあった
宅建業者以外のハウスメーカー等から問い合わせがあった

宅建業者以外のハウスメーカー等から問い合わせがあった
顧客からも宅地建物取引業者からも問い合わせがあった

顧客からも宅地建物取引業者からも問い合わせがあった
問い合わせを受けたことがない
問い合わせを受けたことがない

無回答無回答

この調査は、同和問題や外国人等の入居差別など各種の人権問題について、宅地

建物取引業者が、どのように取り組んでいるのか、また、取引の段階においてど

のような状況があるかを把握することや平成 25 年度に実施した調査からの経年

変化を把握することを目的に実施しました。令和元年 10 月 15 日～令和元年 11 月 30 日

●調査目的

●調査期間

滋賀県内に本店または支店を有する国土交通大臣免許および滋賀県知事免許の宅

地建物取引業者の全事務所

●調査対象

0 20 40 60 80 100

今回 11.7％

問い合わせがあった

前回 20.0％

　

賃
貸
物
件
の
仲ち

ゅ
う

介か
い

で
、
家
主
か
ら
入

居
申
し
込こ

み
を
断
る
よ
う
に
言
わ
れ
た

こ
と
が
あ
る
と
い
う
回
答
は
、「
外
国

人
」「
高こ

う

齢れ
い

者
」が
特
に
多
く
、
30
％
を

超こ

え
て
い
ま
す
。
外
国
人
や
高こ

う

齢れ
い

者
、

障
害
者
な
ど
で
あ
る
と
い
う
理
由
だ
け

で
入
居
を
断
る
こ
と
は
、
そ
の
人
の
居

住
や
移
転
の
自
由
と
い
う
基
本
的
な
人

権
を
侵し

ん

害が
い

す
る
行こ

う

為い

で
す
。

　

県
で
は
、「
滋
賀
県
宅
地
建
物
取
引
業

に
お
け
る
人
権
問
題
に
関
す
る
指
針
」を

定
め
、
事
業
者
と
協
力
し
な
が
ら
、
こ
の

よ
う
な
人
権
侵し

ん

害が
い

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、

啓け
い

発は
つ

な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

賃
貸
物
件
の
仲ち

ゅ
う

介か

い

に
際
し
て
、
家
主
さ
ん
か
ら
○
○
で
あ
る

こ
と
を
理
由
に
入
居
申
し
込こ

み
を
断
る
よ
う
言
わ
れ
た
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
？

　

宅
地
建
物
は
多
く
の
方
に

と
っ
て
人
生
で
最
も
高
い
買
い

物
で
す
の
で
、
お
客
様
は
慎し

ん

重
ち
ょ
う

に
物
件
を
検
討
さ
れ
ま
す
。
そ
う

し
た
取
引
に
関
わ
る
私
た
ち
宅

建
業
者
は
、
適
正
か
つ
人
権
が
尊

重
さ
れ
た
取
引
を
推
進
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
の
使
命
感
を

も
っ
て
職
務
に
臨
ん
で
い
ま
す
。

　

協
会
と
し
て
は
、
新
た
に
入

会
し
た
事
業
者
に
人
権
啓け

い

発は
つ

の

冊さ
っ

子し

を
配
布
し
た
り
、
会
員
に

人
権
研
修
を
年
１
回
行
っ
て
い

る
ほ
か
、
行
政
と
も
連れ

ん

携け
い

し
な

が
ら
、
啓け

い

発は
つ

な
ど
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

の
結
果
、
今
回
の
人
権
問
題
実

態
調
査
で
は
、
事
業
者
の
回
答

率
が
前
回
よ
り
も
約
20
％
上じ

ょ
う

昇
し
ょ
う

し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
和
地
区

で
あ
る
か
の
問
い
合
わ
せ
を
受

け
た
こ
と
が
あ
る
事
業
者
の
割

合
も
半
減
し
て
お
り
、
成
果
が
現

れ
て
い
る
と
も
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
同
和
問
題
な
ど
の
人

権
侵し

ん

害が
い

の
根
底
に
あ
る
の
は
、

相
手
に
対
す
る
不
理
解
だ
と
思

い
ま
す
。
人
権
侵し

ん

害が
い

を
な
く
す

た
め
に
は
、
お
互た

が

い
の
存
在
を

認
め
合
い
、
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
一
番
大
切
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

業
界
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、

人
権
尊
重
の
意
識
を
広
め
た
い

(%)0 20 40 60 80 100

①ある ②ない ③無回答

LGBT※

ひとり親家庭

障害者

高齢者

外国人 ①35.8% ②58.9%

①31.8% ②62.0%

③5.4%

③6.2%

①22.0%

①5.1%

②70.4%

③7.6%

②87.3%

③7.6%

①1.7%

②89.0%

③9.3%

Q3

事業者だけでなく、みんながお互
た が

いの人権
を大切にする意識を持つようになれば、誰

だ れ

もが住みよい地域を実現できるのだー！

啓
け い

発
は つ

パネルの無料貸出を
行っています！

※LGBT…レズビアン（Lesbian）、ゲイ（Gay）、バイセクシュアル（Bisexual）、
トランスジェンダー（Transgender）の頭文字を組み合わせた言葉です。（詳
しくは12ページをご覧ください。）

　県では、今回の記事で取り上げ
た調査の概

がい

要
よう

をまとめたリーフ
レット「宅地建物取引と人権」の内
容を抜

ばっ

粋
すい

した啓
けい

発
はつ

パネル（B2サイ
ズ）を無料で貸し出しています。
　人権や宅地建物取引に関する研
修会やイベントなどを行われる際
には、ぜひご活用ください！

貸出申込み・お問合わせ先

問 県庁住宅課
TEL 077-528-4231
FAX 077-528-4911

令和２年（2020年）2
月

滋賀県人権啓発キ
ャラクター

ジンケンダー 滋　賀　県

滋賀県不動産関係団
体人権啓発推進連絡

会議

宅地建物取引

と人権

（公社）全日本不動産協会滋賀県本部

本部長  伊
い

藤
と う

 靖
やすし

さん

県庁人権施策推進課お問合せ 077-528-3533TEL 077-528-4852FAX cf00@pref.shiga.lg.jpe

県庁住宅課お問合せ 077-528-4231TEL 077-528-4911FAX hb00@pref.shiga.lg.jpe
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